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人物で見る日本の教育 の紹介
沖田行司編著の 人物で見る日本の教育 は 年にミネルヴァ書房から刊行された。その
後、 年に二版が出され、第 部の 第 章 福沢諭吉 、 第 章 森有礼 が全面的に書
き換えられた。また、初版に所収されていた 藤原惺窩 が章としてはなくなり、コラムとし
て紹介され、かわりに 第 章 沢柳政太郎 が付け加わるなど、幕末・明治期の叙述が厚く
なった。とくに、第 章を編者自身が執筆されたことで、幕末・明治期を対象とした第 部の
まとまりも高まり、 はしがき で示された編者の問題意識がより鮮明になった。
本書は 第 部 江戸時代 第 部 幕末・明治時代 第 部 大正・昭和時代 の三部
からなっており、各部の構成は以下のとおりである。
第 部 第 章 中江藤樹 、第 章 伊藤仁斎 、
第 章 雨森芳洲 、第 章 荻生徂徠 、第 章 貝原益軒 、
第 章 石田梅岩 、第 章 本居宣長
第 部 第 章 緒方洪庵 、第 章 吉田松陰 、第 章 福沢諭吉 、
第 章 新島 襄 、第 章 西村茂樹 、第 章 森 有礼 、
第 章 津田梅子 、第 章 嘉納治五郎 、第 章 元田永孚 、
第 章 井上哲次郎 、第 章 伊沢修二 、第 章 沢柳政太郎 、
第 章 牧野富太郎
第 部 第 章 成瀬仁蔵 、第 章 倉橋惣三 、第 章 及川平治 、
第 章 城戸幡太郎 、第 章 安倍能成 、第 章 長田 新 、






よる はしがき に記されている。前近代に関しては、 各時期の時代精神を最も端的に思想
に反映し、時代特有の思想課題と取り組んだ人々を中心に通史的に配置した という。幕末・
明治時代では、編者は 近代日本の教育課題と取り組んだ人物を配置した と記している ）。





















出会いなどを通じて、森は 西洋文明社会がはらむ矛盾を発見した （ 頁）という。日本に





かれている。たとえば、第 章の無着成恭論でも、 経験主義と科学主義 の間で揺れ動く無
着の姿を見ることができる。このような第 部の中で、ここでは、 第 章 遠山啓 を た
のしい授業 論に焦点をあてて紹介したい。
． たのしい授業 第 章 遠山啓
第 章を担当した宮坂朋幸氏は、遠山啓を 数学教育改革運動を推進した 数楽者 とい
う副題をつけて論じている。遠山が自らを 数楽者 と呼んでいたのである。本章では、 数
学の研究に捧げた 前半生について簡単に記したあと、 数学教育 に尽力するようになる遠
山の姿を比較的くわしく描いている。
戦後日本の教育では、 年代半ばまで 生活経験カリキュラムや問題解決学習が基調に
なっていた 。 デューイらの 経験主義教育理論 を採用して、 子どもの興味・関心や身
近な生活経験を重視 したのである。だが、遠山は 生活経験 を中心にした数学教育に反対
しており、 生活単元学習 に対しても批判的であった。たとえば、数学で重要な の概
念 が 子どもの生活経験や想像の中から自然発生的に生まれてくることはあり得ない 。数
学教育では、 経験主義教育理論 に基づく 生活単元学習 を採用することに賛成ではな
かった。宮坂氏は 水道方式 に言及したあと、遠山の 楽しい授業 論に注目している。宮
坂氏によれば、 年夏、遠山は数学教育に 数あてゲーム を取り入れ、この キャラメル
の空き箱を使った 数あてゲーム に熱中する子どもたちにふれ、 ここに ゲーム を取り
入れた 楽しい授業 が誕生した としている。そして、 数学教育におけるゲームの効果を
実感した遠山は、以後、 授業は楽しいだけでよい 、 生徒におもねることはすばらしいこと
だ と主張した のである。宮坂氏は 子どもが 楽しい授業 にのめりこんでいくこと を
遠山が重視し、そのことが わかる ことにつながる と考えていたと指摘する。短い文章
のなかで、遠山の わかる と 楽しい の関係を整理しているが、この関係が複雑であり、
興味深い ）。
田中耕治氏は わかる授業 と たのしい授業 （ よくわかる授業論 所収、ミネルヴァ
書房、 年）で、遠山の たのしい授業 論を紹介している。 たのしい授業 が提唱され
た経緯を検討すると、 たのしい授業 の主張は、 わかる授業 と連続性があるとか、相補
関係にあるとか言うのではなく、明らかに わかる授業 の否定の上に提起された という。
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この文章のなかで、田中氏は たのしい授業 という場合の たのしさ の根拠 を二つ挙
げている。一つは 学習対象である 科学 や 数学 における研究活動それ自体が、 たの
しい こと であり、もう一つは子どもたちを 学習の主体として立ち上がらせようとすると
ころ にある。一つ目に関して、遠山が数学を 全世界の数学者の参加する大きなゲーム だ
と考えていたことを田中氏は指摘する。 研究するとは 学びと遊び が不可分に進行する行
為である 、このことからも数学はそれ自体として たのしい こと だと、遠山は考えてい
たのがわかるだろう。こうした観点から、田中氏は たのしい授業 における たのしさ
とは、 気まぐれ ではなく科学的概念や法則に裏打ちされた 知的関心 にもとづくもの
であると述べている。また、二つ目の 主体となる たのしさ に関して、遠山が 数学教
育 に ゲーム を導入し、 教師が問い、子どもが答える という関係を、 教師も子ども
たちもともに問い、ともに探究する という関係 に組み替える契機になると考えていたと、
田中氏は記す。子どもが 答える だけの存在ではなく、教師と同じように、 問い を発見
し、 答える のである。問題を解決するだけではなく、問題そのものを発見するところに
主体となる たのしさ を見ていたのである。このように、田中氏は たのしさ の二つ
の根拠を挙げ、遠山の言説のなかにもこの二つの面が含まれていたことを見出している ）。
本書第 章の遠山啓論は 生活単元学習 批判、 水道方式 、 たのしい授業 と変遷した
ことを紹介しているが、それぞれがどのような関係にあるのだろうか。とくに わかる の質
を問うとき、 生活経験 と たのしい授業 はどのような関係にあるのか、人物に注目して
展開された本書の叙述はさまざまな問題を考える手がかりを与えてくれる。私も本書に導かれ
て、遠山啓の文章を読み、遠山自身が苦手な作文の授業で先生から 三重丸 をもらい、 た
いへんよく書けた。作文は思ったままを書けばいいのだ という評が書かれてあったのを契機
に作文が好きになったのを知った。それから作文は苦手ではなくなり、遠山にとって 作文の




らいな学科が好きになることがよくあるものだ ）。（ 遠山啓エッセンス 数学・文化・
人間 日本評論社、 年）
きらいな学科が好きになること 、授業が 楽しい時間 になることの大切さ。 楽しい時
間 の質を検討し、 楽しい の根拠を探ることも重要であろう。それとともに、遠山は、
ちょっとしたきっかけ で、どのような科目でも 好きになること を重視したのである。
この 人物で見る日本の教育 は教科書であり、多くの人物が取り上げられている。どの人
物も魅力的であり、 わかる授業 と 楽しい授業 など、教育学の主要なテーマについても
学ぶことができる。また、この本が、各章で取り上げられた人物の原典を直接読むきっかけに
なるかもしれない。




平成 年度）での共同研究を通して 楽しい授業論 について学ばせていただいた。記して
謝意を表します。
〔注〕
） はしがき 、沖田行司編著 人物で見る日本の教育［第 版］ 所収、ミネルヴァ書房、 年、
頁。引用元の表記にしたがっているため、 たのしい と 楽しい と漢字表記とかな表記が混在してい
る。
）沖田行司 森有礼 啓蒙官僚の近代教育構想 、前掲、沖田編著 人物で見る日本の教育［第 版］ 所
収、 頁。
）宮坂朋幸 遠山啓 数学教育改革運動を推進した 数楽者 、前掲、沖田編著 人物で見る日本の教育
［第 版］ 所収、 頁。
）田中耕治編 よくわかる授業論 ミネルヴァ書房、 年、 頁。
遠山の 楽しい授業 に関して、松下良平 楽しい授業・学校論の系譜学 子ども中心主義的教育理念のアイ
ロニー （森田尚人・森田伸子・今井康雄編著 教育と政治 戦後教育史を読みなおす 所収、勁草書
房、 年）でも、くわしく論じられている。
） 遠山啓エッセンス 数学・文化・人間 日本評論社、 年、 頁。遠山啓の 楽しい授業
論 に関しては、小口鈴実 遠山啓の教育思想と実践 子ども、ばんざいだ （数学教育研究会、 年）
でも言及されている。
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